





















































用は総額 20 兆円超に上り、従来（2013 年末時














































（2016 年 7 月）は図 1 の通りである。図 2 は
2　経済産業省ホームページ http://www.meti.go.jp/（2016年11月
15日検索）
































































































































































































































































































































































































































































単価はほぼ 10,000 円 /㎡である。坪単価に換算
すると 33,000 円に過ぎない。地目が「畑」や
「水田」「原野」「山林」に至っては、㎡あたり











































































仏浜付近で 270m の海岸線が浸食され 13、田や
畑が無くなっている。富岡町史第一巻の「海岸
線の変化」を執筆した佐藤勇兒氏によると、富




























































































われた。1 回目は 18 歳以下の子供に 1 人当た
り 40 万円（避難者は 60 万円）、大人 8 万円、2














































































2017 年 3 月で避難指示区域外からの避難者
に対する住宅支援 19 の打ち切りについて、詳




の 1 月から 3 月に引っ越しした場合のみ、住宅
支援を受けられると説明された。小中学校の入





















































































らの避難であること、b 遅くとも 2012 年夏ま
















































































思い起こせば 2011 年 3 月 11 日に発生した東
日本大震災、続く原子力緊急事態宣言に始まる
原子炉の異常、そして原発が次々に爆発し、大






































福島県が 2012 年（平成 24 年）12 月に発表
した「ふくしま新生プラン」では、2020 年度（平
成 32 年度）までに避難者は 0 とする目標を発
表した。2011 年の事故後から東京オリンピッ


















































































































































































































































































































































































































































































あの 3 月 11 日に発生した、たった一度の大
地震によって原発が爆発し、原発事故は発生し
うることが証明された。「絶対安全」だった原
発は、私たちの生活に牙を向き、故郷の自然
や、地域の伝統や文化、先祖や家の歴史など、「自
然」や「人間」の全ての「営み」と「暮らし」、
地域、家族内の「絆や心」まで、根底から破壊
した。
政治家、官僚、財界人、マスコミ、学者が一
体化し巨額の資金力で原発を推進してきたこと
が露わになり、癒着からの脱却を心底から願っ
た。しかし、5 年を経て、残念ながらこの体質
は全く変わらず、本稿では、被害者が自己責任
化されている様子や、過去の公害事件がたどっ
てきた道と同じ道を、原発事故後も歩み始めて
いることを指摘することができた。事故が発生
するまで、筆者は、「国家は、国民を守るため
にある」と思い、国家を信じ、淡い期待を持っ
ていた。声をあげれば、要望を受け入れてくれ
るものだと容易く信じていた。
しかし、自分が当事者になって初めて、真剣
に歴史を学び実体験を通して、被害者の声は無
視されるのだと、その冷酷さは想像以上だった
ということ、土地取得に関しては、一方的で暴
力的でさえあることなどに直面した。
事故直後、脱原子力のうねりがのぼり始めた
頃、社会学者の上野千鶴子氏は次のように語っ
ていた。
　「脱原発社会」をいかにつくるか、とい
う問いの背後には、「原発推進社会」はい
かにしてつくられたか、という問いがあ
る。この問いを検証することなしに、代替
エネルギーのビジョンをいくら語ってもむ
だだろう。なぜなら、原発推進にも脱原発
にも、集団や社会の合意形成が関わってい
るからである40。
考えて見れば、日本人は戦争の検証も、国民
自らが主導していない。戦後初めて民主主義社
会になったのだから、仕方がなかったのかもし
れない。国家主義体制が引き起こした戦争につ
いて、国民が積極的に検証してこなかった反省
を踏まえれば、大変な難事ではあるが、同じ体
制が招いた原発事故については国民による検証
が必要であると考えた。国民同士が納得した検
証と反省をして、それを国家政策に反映してい
くことが民主主義であり、根本的に新しい社会
に生まれ変わるためには、不可欠の道程である
と思った。その可能性を求めて、栃木避難者
母の会を立ち上げ行動を開始した。しかし、
自身の考えに浅はかさがあったことは否めない
が、多くの国民は、原子力事故に関心を持たな
いことは想像以上の衝撃だった。
この流れを変えるために考えられることの一
つとして、国民側の意識改革が必要であり、具
体的には、歴史に学ぶこと、自分の感性と頭で
考えること、声をあげる勇気を持つことなど指
摘することができた。
福島県出身の世界的歴史学者である朝河貫一
氏は、日本が日露戦争で勝利し大韓帝国の植民
地化を進めていた 1909 年、日本の将来を憂い、
著書の中で「今日、日本の要するところは実に
反省力のある愛国心なり」41 と指摘していた。
氏の言葉は、まさに 100 年を経ても乗り越えら
れていない課題を、今、私たちに突き付けてい
る。
本稿が被害者への同情や理解ばかりでな
く、当事者になったことを想定し、「原発推進
社会」はいかにしてつくられ、いかにして合意
形成が図られていったか、自分の地域にあては
めて考えるきっかけになってくれることを願っ
40 上野千鶴子、池澤夏樹ほか『脱原発社会を創る30人の提
言』（コモンズ、2011）177頁
41 朝河貫一『日本の禍機』（講談社、1987）13頁
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ている。
それは、二度にわたる凄惨な原子爆弾の被害
を受けたにも拘わらず、自らが核技術を持ち、
世界最悪レベルの原子力事故を発生させてし
まった今に生きる日本人のやるべきことではな
いかと考えているからである。
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